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10
月
〜
11
月
は
「
年
金
月
間
」

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
、

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

公
的
年
金
制
度
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え

あ
い
」
の
も
と
に
公
的
年
金
の

有
利
な
仕
組
み
、高
い
信
頼
性
、

意
義
・
役
割
、
年
金
制
度
の
改

正
内
容
等
に
つ
い
て
、
国
民
の

皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
２
０
０
５
年

の
国
民
年
金
生
活
基
礎
調
査
に

よ
り
ま
す
と
、
高
齢
者
世
帯
の

う
ち
96
％
が
公
的
年
金
や
恩
給

を
受
給
し
て
お
り
、
所
得
の
す

べ
て
を
公
的
年
金
や
恩
給
に
依

存
し
て
い
る
世
帯
は
62.6
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
は
高
齢
者

世
帯
の
平
均
所
得
の
69.6
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
公
的
年
金
は

老
後
生
活
の
主
要
な
柱
と
し
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
公
的

年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
だ
け

で
な
く
、
万
が
一
の
と
き
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
が
生
活
の
大

き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

こ
の
月
間
を
通
し
て
皆
さ
ん

も
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

問
合
せ
先

住
民
課
　
保
険
年
金
係

℡
820
―

５
６
０
４

南
社
会
保
険
事
務
所

℡
253
―

７
７
１
０

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

敬
老
会
の
写
真
を
、「
役
場

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
に
貼

り
だ
し
て
い
ま
す
。
自
由
に
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

＊
焼
き
増
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

貼
出
期
間

10
月
２
日
（月）

〜
13
日
（金）

問
合
せ
先

敬
老
会
実
行
委
員

会
事
務
局
（
福
祉
課
内
）

℡
820
―

５
６
０
５

９
月
４
日
を
も
っ
て
、
社
会

福
祉
法
人
「
あ
ゆ
み
会
」
が
発

足
し
、
来
春
４
月
に
は
『
障
害

者
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
』
を

平
谷
地
区
に
開
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

実
施
事
業
（
予
定
）

・
生
活
介
護
事
業

・
就
労
継
続
支
援
事
業

・
短
期
入
所
事
業

こ
れ
は
、
障
害
を
も
つ
方
々

が
、
地
域
の
中
で
豊
か
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
生
活
を
目
指
し

て
、
永
年
、
地
域
の
皆
さ
ん
、

あ
ゆ
み
後
援
会
会
員
の
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

法
人
団
体
で
す
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
「
あ
ゆ
み
会
」

℡
855
―

２
１
５
０

（
福
祉
課
）

社
会
福
祉
法
人

「
あ
ゆ
み
会
」
発
足　　お尋ねします・・・ 

　第２号被保険者（40～64歳の方）の

介護保険料はどのように納めるの？ 

　　お答えします・・・ 
　第２号被保険者の方の介護保険料は、

ご加入の健康保険料と一緒に次のように

納めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先　福祉課　高齢者福祉係 
℡820－5605

　介護保険に関するよくある質問に対

してお答えします。 

介護保険のしくみ 

保
険
料 

納
め
方 

国民健康保険 

・町の国民健康保険

料の算定ルールに

より、所得割・資

産割・均等割・平

均割で賦課。 

・医療保険分と介護

保険分を合わせ、

世帯ごとに世帯主

が納入。 

健康保険・共済組合 

・各被用者医療保険

の医療保険料の算

定ルールにより、

被保険者の標準報

酬に定率で賦課。 

・医療保険分と介護

保険分を合わせ

て、給料から差し

引き。 

 

子どもを持つ保護者の方を支える場です。 
育児相談や親子の遊びなどを通して、楽しく育児ができるように
応援しています。孫育て中のおじいちゃん、おばあちゃんも気軽
にお越しください。 

「秋のさわやか交流会」のおしらせ 
　西部地域健康センターの生きがいデイサービスに来られ
ている方との交流会をします。歌やゲーム等、センターな
らではの交流を一緒に楽しみましょう。動きやすい服装で
お越しください。※要予約（親子15組）参加費無料 
　日　時　　10月13日（金）　　10：30～11：15

・毎週木曜日は予約による個別相談の日です。子育て支援
センター内での遊びはありません。 
・行事はいずれも11：30に終了予定です。 
・３ヵ月以下のお子さまは、午前中の行事への参加はご遠
慮ください。（個別相談には応じます。） 
・その他の日程については、お気軽にお問い合わせください。 

●おひさまルーム　上記以外の日程　９：３０～１１：３０ 
　親子がゆったり遊べる場です。子どもと一緒におもちゃ
で遊びながら、子育てのことなど、一緒にお話しましょう。
ふれあい遊びや絵本の読み聞かせなど、楽しい遊びも紹介
します。３ヵ月の赤ちゃんから参加できます。 

●子育て支援センターの主な予定 

子育て支援センター・ファミリーサポートセンター 
　　：熊野町貴船99　西部地域健康センター内 
　　　　　　　　　　℡820－5502　FAX820－5504 
開設日時（※年末年始、祝日を除く） 
月～金曜日 9：30～17：00 
〈子育て相談（要予約）月～金曜日　13：00～17：00〉 

●パステルルーム 
　『パステルルーム』は地域での活動拠点としてご利用
いただけます。育児相談や家庭で楽しめる遊びの紹介な
どをしています。 

12日（木） 
第２木曜 

開始時間 

９：30

場　　所 

東 公 民 館  

19日（木） 
第３木曜 

中央ふれあい館 

11月９日（木） 
第２木曜 

東 公 民 館  

実施日 

17日（火） 

20日（金） 

25日（水） 

27日（金） 
11月６日（月） 

開始時間 
10：30

９：30

９：30

10：30
11：00

行事（講師・敬称略） 
子育て懇談会（金澤綾子） 
わくわくキッズ【２歳以上の子
どもとその保護者対象】 

ふわふわベビー【２歳までの子
どもとその保護者対象】 
親子の関り懇談会（福田宏子） 
親子リトミック（大竹美枝子） 

実施日 

敬
老
会
の
写
真

盲導犬今井キキとのふれあい及びキキのサイン会があります。
盲導犬キキのお話　今井敏代　『風のように光のように』
12月9日（土）12：00～　入場無料　　　生涯学習課　℡820-5621

今月から「広報くまの」は、こげ茶色を使

うことにより、秋の感じを表現しておりま

す。ご感想をお寄せください。

（企画課　℡820－5602）

子どもの人権 1 1 0 番 0570-070-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会
いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については 祝日を除く月～金 8：30～17：00

■犬の放し飼いはダメ！
絶対にやめましょう。人に咬み付くなどの事
故や、交通事故を誘発するなどの恐れがありま
す。また、犬の嫌いな人にとっては恐怖感を与
えることになります。
■犬の鳴き声は近所迷惑になることも！
深夜、早朝のムダ吠えは近所の迷惑になりま

す。ストレスがムダ吠えの原因となることがあ
ります。適度な運動（散歩など）を心がけま
しょう。
■犬の散歩時はフンの後しまつを！
散歩時のフンは必ず飼い主が持ち

帰るようにしましょう。
■狂犬病予防注射を！
犬を飼う場合は「狂犬病予防法」により一生
に一度の登録と、毎年１回の狂犬病予防注射の
接種が義務づけられています。

犬や猫を捨てることは、法律で禁止されています
捨てられたペットは野良犬や野良猫の原因

となり、他人に迷惑・危険を及ぼします。

やむを得ない理由で犬・猫が飼えなくなった時は…
もう一度よく考えてください。新しい飼い主を

探すなどの努力をしてください。どうすることも
できない場合は、広島県動物愛護センターで、
引き取りを行っています。※印鑑必要
と　き・ところ（巡回車両が来ます）
毎週水曜日（第５水曜日、祝日、12月25日
～１月４日は除く）
・町民会館玄関前　　　10：25～10：35
・熊野町環境センター　10：50～11：00
※それ以外の日は、直接広島県動物愛護セ
ンターに連れていけば引き取ってもらえま
す。（詳しくは、広島県動物愛護センターに
お問い合わせください。）
引き取られた犬・猫は、譲渡も行なわれて

います。（※飼い犬が人を咬んだ場合、届出
等が済まないと引き取りはできませんので、
愛護センターまでご連絡ください。）
しつけや訓練をしましょう
家庭犬のしつけなどご相談ください。

〈相談先〉 広島県動物愛護センター
（三原市本郷町南方8915－２）
℡（0848）86－6511

最近、犬や猫に関する苦情が増えています。この

ような苦情やトラブルは飼主のちょっとした心がけ

で防ぐことができるものです。 （生活環境課）




